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振、鉛直 1 自由度フラッターであるギャロッピング、ねじれ 1 自由度フラッターであ
るが、特にギャロッピング不安定性に着目している。また、橋梁が並列に設置された
際の空力振動特性における側面開口部の影響ついても考察している。  
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の励振力を表す空力負減衰がある。この空力負減衰の絶対値が、開口率 OR が 75％にな
るときに最大値をとり、励振力が最大となることを示している。PIV 解析による流れの





























3．  より一般的なブラフボディとして、断面辺長比 B/D=2 の矩形断面を用いて側面
開口部の空力振動現象への効果を検討するために、開口部のパラメータとして、
開口率 OR（ Openeing-area Ratio）と開口部の大きさを表す RER（ Repeating 
Element-size Ratio）の二つを定義したところ、空気力学的特性については開
口率 OR で説明できることが明らかとなった。 




5．  開口率 OR が 75％のときに、ギャロッピングの励振力が最大となることが判明
した。これは開口率 OR が 75％のときに、前縁から剥離した時間平均流れが後縁
に最も接近することから、励振力が最大になったためと考えられる。 
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